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特定非営利活動法人
知多地域権利擁護支援センター

愛知県 知多半島
４市５町（東海市、知多市、常滑
市、半田市、東浦町、阿久比町、
武豊町、美浜町、
南知多町）
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知多地域
権利擁護支援センターとは



1  成年後見センターの設立と概要

NPO法人＋社会福祉協議会⇒NPO法人知多地域成年後見センター
(現在 知多地域権利擁護支援センター)

（１）特定非営利活動法人（ＮＰＯ法人）として
・2007年11月 認可申請
・2008年 1月 認証
・2008年 2月 法人登記
・2008年 4月 本格的に事業展開
・2022年 4月

知多地域権利擁護支援センターと名称変更
同時に中核機関として設置される。

（２）財源
・ＮＰＯ法人としての会費
・知多管内5市5町からの委託料 2,500万円（初年度）

2,800万円（3年目より） 3,200万円（5年目より）
3,900万円（7年目より） 4,500万円（9年目より）
5,400万円（11年目より）６,000万円（13年目より）
4市5町に変更 6,300万円（15年目より）
6,700万円（17年目より）
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（４）体制図

NPO法人 知多地域権利擁護支援センター

幹事市（委託料は４市5町から）
委
託
料

報
告

理事会
（運営団体、法律関係、学識経験者等）

運営適正化委員会（弁護士・司法書士など）

後見業務の適正な執行を担保する機関

家裁

法人後見

運営委員会（４市5町で組織）

（３）職員体制
○ 正規職員 10名（社会福祉士等 男６、女4）

緊急電話当番制 ２４時間、３６５日体制 一応土日祝休み、
夏、正月休暇あり、公務員並みの給与
非正規職員 ４3名配置（月１回から週５日まで）

（資格は問わず、信用性が担保できる人物）
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２ 知多地域権利擁護支援センターの主な業務

（１）中核機関
・成年後見制度に関する相談、後見人支援、弁護士、司法書士

などへのケース紹介、地域連携ネットワーク整備、

権利擁護支援に関する専門相談、普及啓発

(虐待、差別、身寄り問題、成年後見人等受任候補者の推薦など)
・一般市民を対象とした、地域福祉やまちづくりに結びつく

人材育成

・権利擁護支援に関した研修の開催

・行政や各種福祉事業者向けの専門研修の開催

例えば

・出前講座
・行政職員研修 (成年後見制度・虐待対応研修)

毎年２回 行政職員向けの講座
（対象が、福祉課、税務課、市営住宅関係、水道課、

行政が委託している包括支援センター、
障害者相談支援センター等） 6



・フォーラム等の開催
成年後見講演 専門学校講師 渡邉哲雄氏
成年後見講談 講談師 神田織音氏
成年後見落語 落語家 桂ひな太郎氏
成年後見寸劇 当法人の関係者による劇
成年後見クイズ 関係者全員

・成年後見サポーター研修講座、権利擁護サポーター講座
ろうスクール、専門支援員養成講座、事業者セミナー等
数多くの研修・講座を開催

・年間相談件数 873件

（２）法人後見

・多問題家族、虐待、生活困窮者世帯などの

処遇困難者を対象とした受任(知多半島のセーフティネット)
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くらしあんしんサポート事業が
生まれてきた経緯と今までの活動



知多半島

ろうスクール
2019 in 美浜

2017年から
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• 日本福祉大学
• ニッセイ財団

プロジェクト

• 藤森教授
(当時 みずほ総研で研究中)

• 行政参加
• センター参加の必要性を
唱える

• 知多地域権利擁護支援
センター

• 仕事の中から、「おひとり
様」の問題解決を探る

• 行政から「おひとり様」相談
を受けている

アプローチ

協働プロジェクト開始

2018年から
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201９年から
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ライフエンディング（おひとりさま）支援事業

◆起きている課題を地域に発信し、知ってもらう
◆先進地の取り組みから、この地域で何ができるかを考える仲間を増やす
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モデル事業実施に向けたキックオフイベント

【参加者】216名
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くらしあんしんサポート事業の現状

利用者数 2025年7月30日 現在 10名

家族が親族がいても頼りたくない ・頼れない
疎遠で連絡がとれない

子どもはいない、甥から金銭搾取 親族は頼れない

・子どもは、離婚した妻についていった。疎遠

・子どもが、病気があり、親の面倒は見ることはできない
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くらしあんしんサポート事業を
実施するにあたり工夫すること

① 一時金の預託金が支払えない人がいて、契約ができないかもしれないので
保険契約を活用するとか工夫が必要である。

② やっぱり 個別に動いてもらうには、お金が必要となるが、 生活保護に
ならないぎりぎりの人は、個別に動くときに必要なお金は支払えない
可能性があるので、互助会のようなお互い様のボランティア組織を構築する
準備も検討する。

③ 対象者本人の相談にのり、寄り添う人材が必要であるが、この人材に関しては
特別の専門性が必要なわけではない。例えば、成年後見の地域連携ネット
ワークには専門家が揃っているので、そこの専門家に繋ぐことができる
コーディネーターのような役割の人材が必要である。

④ 新しい取り組みを地域で展開するには、今ある既存のネットワークをどのように
活用するかを工夫することが大切である。
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ライフエンディング喜楽会の成り立ち

おしるこ会 ～身寄り問題を語ろう～
• 身寄り問題とはなにかの講義
• おひとりさまの場合、身寄り問題に対しどのように対応
したらよいか意見交換

2022年
２月

互助会開設準備会
• 以後、隔月第２水曜日14時～16時開催

2023年
１０月

４月開催互助会にて
「ライフエンディング喜楽会」名称決定

2024年
４月

毎月開催へ変更
４市５町を回り、喜楽会を周知する

2025年
４月
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① 会員相互の親睦と融和を図るためにどのような活動をしていくのか
② お互いに助け合い、見守り合うことをどのように実現していくのか
③ 広い地域（４市５町の在住者）でお互いのことを知り、お互いで助け合うということをど
のように行っていくのか

喜楽会(互助会）が抱える課題

会員同士の困りごとの解決ができるようになること
喜楽会の運営目標

互助会入会条件

・ろうスクール受講生・受講予定者
・くらしあんしんサポート事業利用者
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